
 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前期児童生徒会の活動】 （生徒指導部） 
 

今年も生徒会会長、副会長（各学部一人）、代表委員（各クラス一人）の

計１３名で活動しました。 

２年ぶりの運動会では、それぞれが自分の役割に責任をもって取り組み、

練習の成果を発揮することができました。また、お昼の放送や全校集会の司

会なども行いました。昼休みの代表委員会で、どの仕事をするかなど生徒会

長を中心に話し合って決めました。初めて代表委員会に参加する生徒が多

い中、経験者が仕事内容を教えたり友達を誘ったりする姿が見られ、積極的

に役割を希望する様子が見られました。 

１０月からは後期に代わりますが、今後も児童生徒が主体となって学校全

体を盛り上げてくれると思います。 

 

 

 

 

 

 

 

任命式           生徒会長挨拶（運動会）    選手宣誓（運動会） 

 

 

 

【前期現場実習】 （高等部） 
 

６月１６日（月）～６月２７日（金）の２週間、高等部生徒が校内、校外で実

習を行いました。校内実習では、地元酒蔵メーカーである山名酒造様のお

酒「奥丹波」の瓶に掛ける木札作りとおもちゃの袋詰めの作業に取り組みま

した。校外実習では、ショッピングセンター、飲食店、製造工場などの地元企

業や就労継続Ａ型、Ｂ型、生活介護などの福祉事業所で実習をさせてもらい

ました。1 年生は初めて校内実習を経験し、先輩たちの働く姿を見たり、様々

な作業に取り組んだりする中で、働くために必要な力について実感する機会

になったと思います。先輩方同様、自分の進路について考え、目標に向かっ

て一歩一歩進んでほしいと思います。 

保護者の皆様にはこの間、準備やお弁当、送迎をしていただきありがとう

ございました。 

 

 

 

 

 

 

 

「木札作り」           「パン製造」        「ショッピングセンター」  

 

 

【兵庫県特別支援学校技能検定】 （キャリア教育部） 
 

技能検定とは、特別支援学校高等部の生徒が自立し社会参加するため

に学校の中で身に付けてきた就労に関する力を公的に証明するために、兵

庫県独自で進めている事業です。本校では、社会コースの生徒を対象に職

業の授業で各部門の学習に取り組んでいます。また、受検希望者には、夏休

み中に補習を実施し、本番に臨みました。今年度は、１０名の生徒が技能検
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定受検を希望し、それぞれの希望部門に（喫茶サービス、物流・品出し、ビル

クリーニング）に挑戦し、試技の結果に合わせた認定級をもらいました。な

お、パソコン部門は１１月末に予定しています。 

 

 

 

 

 

 

喫茶サービス           物流・品出し         ビルクリーニング 

 

 

【研修紹介① 教材展】 （研修支援部） 
 

本校で夏休みの恒例行事として行われるようになった教材展が、今年度１

０回目を迎えることとなりました。教師全員が、自作や市販の教材・教具や指

導や支援の参考となる書籍等を出品し、お互いの研鑽に努めました。どの展

示も、先生方がそれぞれの児童生徒に合わせて指導や支援が行えるように

工夫されているのが感じられ、とても参考になりました。児童生徒の「わかっ

た！」「楽しい！」という気持ちを引き出すため、２学期以降の授業に生かして

いきたいと思います。 

丹波市教育委員会、丹波市内のこども園、小、中学校、丹波篠山市立篠

山養護学校、丹波地域の県立高校へ案内したところ、多くの方が見学に訪

れていただき地域の特別支援教育に関する指導力向上の一端を担うねら

いも果たせたのではと感じています。 

    教材展会場の様子        体験コーナー      来校者でにぎわう会場の様子     

 

【研修紹介② 不審者対応訓練】 
 

７月２３日（水）、丹波市警察署の方を講師に招き、防犯訓練を実施しまし

た。【ケース１】【ケース２】の２つのパターンで行い、警察署の方が犯人役を

する【ケース１】、職員が不審者役をする【ケース２】を実施しました。 

【ケース１】では、生徒の安全を確保しながら、警察が到着するまでの時

間を稼ぐことが大切だと教えていただき、【ケース２】では、不審者に対して

防犯ブザーがとても有効であると教えていただきました。実践後は、自立活

動室にて講話とさすまたの訓練をし、本番さながらの雰囲気や緊張感の中

で訓練を実施することができました。 

日頃からさすまたに触れる機会を設けることや、児童生徒にも放送が流れ

たら活動をやめて静かにすることを定着させることが大事だと学ぶことがで

きました。 

 

 

 

 

 

 

防犯訓練（ケース１）     防犯訓練（ケース２）       さすまた訓練 

  

 

 

 

 

学校通信『どんぐり』は、隔月発行です。 

（4月、６月、9月、11月、1月、3月を予定） 

毎月の行事予定につきましては、各学部通信 

または、本校内 HP「年間・月別行事予定」 

（二次元コード参照）をご覧ください。 


